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研究成果の概要（和文）：　描画のための色の生成には、概して混色と重色という二つの方法が存在する。造形
教育において、混色に関する研究とそれによる教育実践に比べて、重色に関する研究は遅れてきたと考えられ
る。本研究では、重色による視覚効果を探りつつ、デジタル的表現方法における教育の具体的な方法を模索し
た。ここでいう視覚効果とは、絵の具による色彩効果と同等の印象という意味である。これらについては、作品
の発表を通して、その効果を検証した。また、それらをもとに、ドロー系ソフトを使用しての教育題材を、造形
教育において展開し、その効果的方法を見出すことができた。重色による描画練習の、色彩上の教育的意義を一
定程度確認することができた。

研究成果の概要（英文）：　There are two ways to create colors in painting, mixed color and layered 
color. In art education, research on layered color has been delayed as compared with studies on 
color mixing and education based on it. In this research, while exploring the visual effect by the 
layered color, we sought a concrete method of education in the digital expression method. The visual
 effect here means the same impression as the color effect due to coloration using a paint. About 
the effect of the layered color by the digital representation method, we verified its effect through
 presentation of the art works.Based on the data collected so far, we have found effective methods 
by doing education using drawing software in art education. We were able to find the 
color-educational significance in drawing practice by layered color.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 一般的な造形教育題材としての絵画練習
など、絵の具での作画や着彩では、色を混ぜ
合わせながら着彩したり、色を何度も塗り重
ねながら描画していく。言いかえれば混色や
重色によっての描画である。 
混色が色彩学上の用語であり、その混色に
関する研究や、造形教育学上の混色に関する
研究や指導法はこれまでも多くが示されて
きた。他方重色は、あくまで造形用語である
ことから、色彩学上の研究はほとんど行われ
ておらず、結果的に造形教育学上の重色に関
する研究や指導も立ち遅れが目立つ。今日ま
での造形教育では、重色は単なる視覚的効果
として捉えられるに留まり、造形要素として
は認識されてきていない。重色による描画指
導も、感覚的なものに留まっている。 
これまでの研究で、重色の問題を考察する
際の様々な示唆を、写真技法フォトグラムか
ら得られることが明らかになってきている。
フォトグラムは美術における平面表現の構
成能力を高める上で、極めて有効な方法であ
ることが、20 世紀初めのモホリ＝ナギやマ
ン・レイの活動により明らかにされ、戦後よ
りわが国の美術・デザイン教育において、朝
倉直己や益田凡夫ら造形教育者により、基礎
教育として盛んに取り入れられてきていた。
しかしながら、そこから表現全般に及ぶ教育
的有効性を導き出す、という発想がないまま、
写真のデジタル化に伴い美術教育の題材と
しては消えつつあるものである。 
写真技法フォトグラムがそうであったよ
うに、重色を客観的に捉える試みが、新たな
教育法を生み出していくことになると仮定
し本研究を始動した。そのための手法として、
コンピュータ上での重色(ブレンディング・モ
ード)の活用が有効であろうことが、これまで
の研究および教育実践を通して推察できて
いる。 
 
２．研究の目的 
 2010 年より 3 年間、写真技法フォトグラ
ムをコンピュータ上で展開する方法の構築
に関する研究を進めた。造形表現が急速にデ
ジタルに移行する中、フォトグラムのもつ表
現手法としての利点を、デジタル表現に生か
そうとするためのものである。この結果、造
形表現における着彩に関して、混色の他に重
色という色彩上の概念の重要性が浮上した。 
 この過程で得られた重色による色彩のデ
ータ等をまとめ直し、活用しながら、重色を
造形要素という観点から新たに捉え直すこ
とで発見できる表現手法や、図画工作・美術
教育に展開可能な造形教育の新しい方法論
を構想し普及したいというのが、本研究の目
的である。 
 
３．研究の方法 

 最初の段階として、重色という色の生成方
法の考察に際して、フォトグラムの表現方法
としての、加えて教育方法としての有効性を、
文献研究を中心に進めてきた。 
 研究期間全般を通しては、コンピュータ上
での重色であるブレンディングによる表現
の研究を、作品として数多く制作し発表して、
その表現様式としての有効性を検証してき
た。デジタル的な処理による作画が、絵の具
などの旧来的な方法での重厚な色彩による
印象を達成しうるのかどうかという問題を、
実制作をとおして確かめてきた。制作に際し
ては、Adobe のイラストレーターのみを使用。 
 最終的な段階では、これらから得られた結
果をもとにして具体的な教育方法を導き出
し、造形教育に試行していった。コンピュー
タ上での作画表現において、重色の種類に相
当するブレンディング・モードと、色の濃淡
を決定づける不透明度の組み合わせによっ
て、絵の具による着彩に匹敵する繊細な色調
が得られることを実感させ、重色による表現
の可能性を明確かつ客観的に把握させるこ
とができれば、表現に関わる教育の方法とし
て十分意義あるものになるとの考え方によ
る。 
  
４．研究成果 
 重色を理解する足掛かりとして、約 1世紀
前に登場するフォトグラムという表現手法
に着目してきた。印画紙上に単純に光を重ね
て像を重ね焼きしていくという方法と、色と
色を重ねて色を作っていくという作画方法
との共通点に着目してのことだが、マン・レ
イの制作からは、この単純な表現方法にも芸
術性が読み取れることが、モホリ＝ナギの制
作からは、その分析的態度による教育への指
向性を読み取ることができた。コンピュータ
上での重色による表現が、芸術制作としても
また造形教育においても、有用であろうこと
を推察できた。 
 これにもとづき、この表現手法での多くの
制作物を、諸学会や展覧会等に応募・発表し
た。その中で、この表現手法による平面作品
の印象が、コンピュータによるデザイン画で
はなく、絵画であるという美術館側の判断を
得たものもあり、旧来の絵の具による重厚な
色彩と同等の印象を作り出すことができる
という感触を得ている。 
 研究の本題である「重色による着彩に関し
ての新たな教育方法の開発」については、こ
うした制作過程で得られたノウハウを反映
させながら、次のような手順で作画教育を試
行した。 
 A）PC 上でのブレンディング・モードを活
用した作業の前に、導入として別の材料、別
の方法で、重色の概念を確認する作業を行う。
(ex.絵の具や色セロファンを使用) 



 B) ブレンディング・モードの概要をサン
プル資料等で理解する。（図 1）の上の図は、
6つのオブジェクトの色を K100 とし、モード
と不透明度を個別的に設定した例である。上
の図と下の図はそれぞれ同じ形であるが、下
の図の場合、6 つのオブジェクトとも同じモ
ード、同じ不透明度で、モードの種類だけを
替えた例である。重複するオブジェクトの数

にも大きく影響するが、全体の不透明度がお
よそ 50％を下回ると、透明水彩絵の具で薄い
色を重ねながら描画していったような印象
が強くなっていくのがわかる。水で希釈した
淡い色調を、絵筆で何度も重ねていった時と
同じような表情がつくられていくことを確
認させる。 
 C) PC 上で、ブレンディング・モードによ
る重色を体験させる。単純な形の組み合わせ
による構成練習を行い、ベースカラーとブレ
ンドカラーによる結果色のつくり方に慣れ
るようにしていく。モードの違いによる重色
の表れ方の変化、不透明度の組み合わせによ
る色の表情などを楽しむよう進めていく。ブ
レンディング・モードには、たくさんのモー
ドが用意されているが、一つ一つのオブジェ
クトにそれらを別個に適用することもでき
る。透明度(不透明度)についても同様で、一
つ一つを濃くも薄くも描くことができる。オ
ブジェクトの重複部分の色は、上のオブジェ
クトに採用したモードによってつくりださ
れる（重色される）ところの、下層のベース
カラーと上層のブレンドカラーの結果色が
表れることになる。上のオブジェクトにも、
下のオブジェクトにも、不透明度の数値での
設定が可能であるため、さまざまな結果色の
バリエーション
を計画的に求め
ることができる
上、結果を見な
がら何度も調整
していくことが
可能である。作
業を通して、こ
うしたことを実
感させる。(図 2) 

 D) 重色を効果的に作風に生かしている名
画を、ブレンディング・モードによる重色と
いう描画方法で模写させる。元絵は油彩でも
水彩でもよいが、あくまで透明性を生かした
重色による絵画等を選択する。展開方法はさ
まざま考えられるが、できるだけ単純な矩形
のような形体だけを用い、それをたくさん重
複させるように描画していくと、形によって
描いていくこと自体が難しくなり、自然に色
に意識が集中していくことになるので、重色
という方法で色によって描いていくという
練習としては適しているように思われた。結
果的に、細部の正確な模写は不可能になり、
色の織り成す雰囲気が再現されていくこと
になる。 
 このような作画教育によって、重色は新た
な観点から実感できるようになる。絵の具で
の描画では幾度もの着彩の再試行が不可能
であり、経験と勘により繊細な色調を実現さ
せるが、この方法での重色は、色彩の表情を
確認しながら、計画的に求める色を実現でき
るほか、幾度もの再試行が可能である。また、
完成途上で、不透明度やブレンディング・モ
ードを一斉に変化させるなどの操作も可能
であり、重色によって形成される色調の視覚
効果を比較することも可能である。 
 こうしたことから、描画における新しい教
育方法としての有効性を一定程度実証でき
たと考える。（図 3：実習指導による作例） 
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